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皿NaomiLamoreauxブ ラ ウン 大 学 助 教 授(米 国)
の 短 期 招 請 に つ い て
経営学部助教授 安 部 悦 生
ラモ ルクス 助 教 授 は1985年4月21日 に 成 田 空 港 に到 着 し,同 年5月18日
に 同 空 港 よ り離 日した。 そ の間,2回 の ス タ ッフ ・ ミー テ ィ ング と2回 の学
部学 生 の た め の講 義 お よび学 部 セ ミナ ー での 講義(1回)を 合 せ て,合 計5
回 の講 演 を 行 な った。 以 下,順 次説 明 してい くこ とに したい 。
4月25日 には,学 部学 生 の ゼ ミ(安 部 演 習)に 来 て い た だ き,ア メ リカの
経 済事 情 と大 学 の制 度 に っ い て簡 単 に 話 して も らい,そ の後,学 生 か らの 質
問 に答 えて も ら った。学 生 か らの 質 問 に は,日 米 貿 易 摩 擦 は何 故 生 じてい る
か とい った 大 き な問 題 か ら,ア メ リカの大学 生 は どの よ うに 職 を捜 す か とい
った身 近 な 就 職 問題 まで の非 常 に広 範 囲 にわ た る 質 問 が あ った が,結 果的 に
学 生 の ア メ リカへ の 関心 と理 解 を深 め る のに 効 果 が あ った と思 わ れ る。
次い で,4月30日 に は,19世 紀末 か ら20世紀 初 頭 に か け ての ア メ リカに お
け る企 業 合 併運 動 に つ い て,ス タ ッフ ・ ミー テ ィン グ をも った。 講 演 と通 訳
に2時 間 を要 し,質 疑 応 答 に は30分間 し か割 け な か った が,同 氏 の 主 張 は 良
く理 解 さ れた と思 う。
同氏 の 主張 の 中心 論点 は 次 の よ うで あ る。ア レフレ ッド・チャン ド ラーが ビ
ッグ・ビジネスの成立 とそ の維 持 が 究極 的 には 内 部 成 長 ・内部 革 新 に よ る能 率
の増 進 に よ って果 さ れ て い る と主張 する のに対 し,ラ モル クス氏はむ しろ競争
制 限が 合併 企業 の成功 ・持続 の決 定 的 要 因 で あ った とする。フ ロアか らの質問
の 中 には,産 業 に よ って異 な るの では な いか との 疑 問 もあ ったが,特 定の産業
とい うよ り産 業 全 般 に亙 って 彼 女の 考 え方 の 方 が 妥 当す る と の解 答 で あ った 。
月が 変 って5月8日 に は,和 泉で1～2年 生 に対 して,「 経 営 史」 の授 業
の 中で,「 ア メ リカ経 済 と政府 の役 割」 と題 し,講 演 して いた だ い た。 講 演
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の要点 は,19世 紀 に おい て も レ ッセ ・フ ェー ルで は な く,政 府 の役 割 は公 共
的 な 部 門,あ るい は 法 の 整 備 とい った面 に お い て広範 で あ った。19世 紀末 に
な る と,政 府 の役 割 は ビ ッ グ ・ビ ジネスに 対 す る規 制 とい う意 味 で更 に大 き
くな り,シ ャー マ ン法 や ク レイ トン法 の制 定 が な され た 。
1930年 代 の大 恐 慌 の あ と,政 府 は直 接 的 な 公 共 事業 の 運営 な ど を通 じて
拡大 して い ったが,そ の 政策 は最 終 的に は イ ン フ レー シ ョンを も た ら して ア
メ リカ経 済 は困 難 な 状 況 に 直面 す る こ とに な った 。現 在 の レー ガ ン 政権 は そ
れ を マ ネ タ リズ ムな い し は サ プ ライ ・サ イ ド・エ コノ ミクス的 方法 に よ って
打 開 しよ う とし'うポー ズ を と ・て い るが ・実 際 に は 巨額 の 国防 費 に よ る赤 字 ●
予算 な ど,そ の意 図 に反 して ケ イ ンズ的 政 策 を行 な ってい る。 この よ うに,
過 去150年 間の ア メ リカ経 済 史 を 政府 の 活動 に 焦点 をあ て て振 り返 りな が ら,
そ こに お ける 政府 の役 割 と意 義 を コ ンパ ク トに 説 明 し,学 生 の ア メ リカ経 済
史に 対 す る 認 識 を大い に 深 め た 。
5月10日に は,2回 目の学 部学 生 に 対す る レ クチ ャー と して,駿 河 台校 舎
で 「ビ ッ グ ・ビ ジネ ス の発 展 とそ の意 味」 と題 し,講 演 し た。要 旨は 次 の通
りで あ る。 まず ア メ リカ経 済 の 長 期 的動 向 と景 気 循環 に つ い て説 明 し,次 い
で19世紀 末 に ビ ッ グ ・ビ ジネス が 一 つに は 内 部成 長 に よ り,も う一 つ に は合
併 とい う二 つ の経 路に よ って登 場 した こ とを述 べ た。 第 三 に,こ の よ うに 登
場 した ビ ッグ ・ビ ジネ スが社 会 的 に どの よ うな変 化 を も た ら した か を,プ ラ
スの 側面 ・ マ イナ ス の側 面 を躰 的 にσ‖を あげ な が ら明 らかに し た・ 例 刻 ま・●
ビ ッグ ・ビ ジネス の成 立 に よ り大 量 生 産 と大量 流 通 と が 結 合さ れ た こ とに よ
り,大 量 標 準 品 市 場 が 成立 した が,そ れ は 全 国 的 に 消 費 者 に安 価 で 均 質 の 商
品 を入 手 させ る こ と を可能 に した 。 そ の反 面,地 方 の カ ラーが 消 失 し,消 費
の 画一 化,脱 個 性 化 を 促 した 。 この よ うに ビ ッグ ・ビ ジネ スは ポ ジ テ ィ ヴな
面 とネ ガ テ ィ ヴな 面 の 両方 を持 って お り,そ れ は直 接 的に 現在 の 経 済 問題 を
惹 き起 こ し てい る 訳 で は ない が,そ の遠 因 を な してい る と言 え る 。
質 疑討 論 の時 間 は レ クチ ャーが 予 想 よ り長 引 いた た めに 必 ず し も十 分で は
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なか ったが,与 え られ た 時 間 の 中 で は 次 の よ うな 質 問 が 出 さ れ た。 ラモ ル ク
ス 氏の 講 義 の 中で は,技 術変 革 よ り も組 織 変 革 が 強 調 され た が ,そ れにっ い
て も っと詳 し く説 明 して ほ しい との 疑 問が 出 され た。 以 上 の講 義 と質 疑応 答
を通 じて 学 生 の 間 に ア メ リカ経 営 史に おけ る ビ ッグ ・ビ ジネ ス の意義 にっ い
て の理 解 を増 進 した と思 う。
翌5月11日 に は,本 学 教 員,他 大学 教 員 を 前 に して2回 目の ス タ ッフ ・ ミ
ー テ ィン グを 開 き ,ア メ リカの銀 行 制 度,と りわ け ニ ュー ・イ ン グラン ド地
域 にお い て19世紀 に 銀 行 業 が い か に発 展 した か を報告 した。 そ の 中で は 日本
との 相違 に つ い て も言 及 し,日 米 の銀 行 制 度 の 成立 期 に お け る特 徴 の類 似 性
と相 違 点 を比 較 する 上 で大 変 有益 で あ った と思 う。
以 上,レ クチ ャー と プ リゼ ンテ ー シ ョンを 合せ て5回 の講 演 を行 な った。
通 訳 は 私(安 部)が すべ て行 な ったが,参 加 者,学 生 と の コ ミュニ ケー シ ョ
ンは まず ま ず で あ った よ うに 思 わ れる。5回 の 講 演 を通 し て,全 体 と して ア
メ リカ経 済 に対 す る認 識 を深 め た と思 う。
ラモ ル クス助 教 授 は5月18日,す べ て の 日程 を消化 して,成 田 よ り帰 国 の
途 に つ い た。 蛇 足 な が ら,同 氏 は,夫 君,子 息 を同伴 して来 日 した が,家 族
の方 に も十 分 日本 滞 在 を エ ン ジ ョイ して 頂 け た と思 う。
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